


















接種後の晴天日数 。 1 2 3 4 5 6 7 8 15 
調査小穂数 2100 1377 2231 2296 2057 2011 2342 2103 742 695 
櫨病小穂数 499 271 484 505 395 481 574 479 170 119 
揺病歩合(%) 23.8 19.7 21.7 22.0 19.2 23.9 24.5 22.8 22.9 17.1 
備考結果は実験3回の合計である.15日間接種目をかえて後同時に240Cの湿室に入れて発病させたもの.




















































晴天日数 。 1 3 4 5 7 
調査小穂数 685 863 665 741 580 695 
極病小穂数 152 162 159 120 80 81 




























胞子附滞日数 。暢 1 2 3 4 5 6 
1.1 17.0 27.0 6.1 7.1 15.6 2.7 
内発芽1&理6時間 95.5 66.2 72.8 65.3 29.4 57.5 33.5 
2.7 1.8 1.7 1.1 1.7 1.4 
室発芽慮王監6時間 20.4 4.1 2.0 1.6 1.6 4.7 
外グ 24グ 43.5 5.5 4.1 2.9 2.7 3.1 






処理6時間で発芽歩合はF患と経過1臼で66.2%， 2日で72.8%， 3日で65.3%， 6日後
でも 33.5%であった. また麦穂から採集時の発芽歩合が1日後に17.0%，2日で27.0%を示
したことは， 室内では無風扶鶴でしかも日蕗であるため， 摘の胞子附着附近の湿度が高まり， 胞
子がその影響で穂上ですでに発芽したものと考える. またお芽していなかった胞子でも湿度が高かっ
たので発芽カが減らなかったようである. このように湿度が高い場合のZ患とでの胞子は発芽し， その















司・第 4表 分生胞子の形成-l;培養 時間との関係
培養時J 問 ~ H a _m ~ ~ .U ~ ~ ~ 





















2163 2295 2124 
2027 2043 1545 
93.7 89.0 72.7 
1913 2097 2243 2374 2157 
1339 1105 1038 1035 987 
70.0 52.7 46.3 43.6 45.8 
主音養日数 13 14 15 16 17 18 19 20 















調査胞子数 2101 2197 2162 2225 
発芽胞子数 681 341 579 53 
備考 2%庶椅加用馬鈴薯煎汁寒天の斜面培養に形成した胞子を発芽iこ用いた.





























なものでも， 1日後で43.5%，2日後で5.5%， 3日後で4.1%， 6日で3.1%と低下した.
5)無風扶態の室内仁おいた麦穂上の胞子の発芽カは野外晴天時のもの程低下せず， 1日後
で66.2%， 2日後で72.8%， 6日後でも 33.5%発芽した.
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